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モ プ ボ ア ク
П बAك，それから母



















Organizations for Peace, Welfare , Amity and Cooperation）と仮称する。
ところが，WOPWACという英語表記よりは，エスペラント語の略称MOPBAC （Monda 





アラビア文字の كやヒンディー文字 ब は，北東アジアの人びとはなじんでいないので，
ここ北東アジアでは，ハングル文字とカタカナを加え，やはり発音はモプボアクとして，

























































































































































































の賛成投票をふくみ過半数の賛成をもって採択される。」（同 25 条 1 項）加盟国が拒
否権を発動できる事項は多い。すなわち，「機構からの除名 ; 理事会の成員と事務
局長の選挙 ;共同体内の国際関係の条約素案の作成および加盟国への提示 ;平和理





























































下記の 2012 年 5 月 10 日の文書が，母ПボА크の入会検討者へ全般的に送信した最初の
メッセージである。
友人の皆様！　Уважаемаые друзья!   Dear Friends! 　　　　　　　　　No.1  Start
     
Japanese text: 私は皆さんが，環オホーツク海圏機構や北東アジア共同体機構のような
国際組織（WOPAC）の設立にかかわる用意があることに，深く感謝を申し上げます。
Russian text: Я очень признателен Вам за вашу готовность участововать в 
установлении таких межлународных организаций （WOPAC） как Оргганизации 
Сферы Охотского Моря （ОСОМ） и Организации Сообщества Северовосточной 
Азий （ОССА）.
English text: I am very grateful to you for your readiness to be involved in 
establishing such international organizations（WOPAC）as an Organization of Sphere 
of Okhotsk Sea （OSOS） and or an Organization of Community of Northeast Asia 
（OCNA）. 
Japanese text:  2011 年 12 月 3 日，WOPACの入会検討者を募集しはじめたときは，



























[Japanese]　いままで，これらの機構を連帯機構とか，WOPAC （World organizations 






























No.3: meeting, 1 June, 2012
友人の皆様！　Уважаемаые друзья! 　各位朋友！　친애하는 여러분 !  Dear Friends!
　        
母П Aك創設提唱者　金子利喜男（WPF会長）　 
Initiator of creation of 母П Aك ,WPF President Rikio Kaneko 






















１）日本時間 15：30 ～　ハバロフスク時間 18：00  …… 札幌とハバロフスクの会合
２）日本時間 16：00 ～　モスクワ時間 12：00  ………… 札幌とモスクワの会合
３）日本時間 16：30 ～　 …………………………………… 札幌と東京との会合




































No.4  ヒンディー 文字 ब 追加でさらに一般化
「No.4: Hindi, 10 July, 2012」の「友人の皆様！　Уважаемые друзья! 　各位朋友！
　친애하는 여러분 !  Dear Friends!」 あての私からの下記メッセージは，さらにヒンデ
イー文字の追加によって南アジアの利益と文化などをも考慮するようなものとなってい
る：




英語による略語はWOPWAC（World Organizations for Peace, Welfare, Amity and 
















































































































































 ⅲ　１００名から１,０００未満の成員をもつ団体は，４票を有する ; 
 ⅳ　１０名から１００名未満の成員をもつ団体は，３票を有する ; および
 ⅴ　２名から９名までの成員をもつ団体代議員は，２票を有する。
g. 一般会員は，１票の投票権を有する。 
































































第２２条（主要任務） １　会長の主要任務は，機構を代表すること ;重要人物を接受する 































２　前条の重要問題にふくまれるのは，機構からの除名 ; 理事会の成員と事務局長の選挙 ; 
共同体内の国際関係の条約素案の作成および加盟国への提示 ; 総会が調停者となる決





































































































































































































































d. 北東アジア裁判所の事実調査委員会の委員を推薦すること ; および
e. 母













































































































































































































































モ プ ボ ア ク
ПボА크との有機的関連
第９５条（国際協力）この機構は，加盟国，国際連合，国際組織，NGO，NPO，とくに
この機構と類似組織の他の母ПボА크と協力関係を維持する。
第９６条（母ПボА크間の協力）この機構は，世界平和を強化し，諸民族の友好と協力を促
進するために，他の母ПボА크と下記のような有機的関係を維持しなければならない。
a. 各母ПボА크は，つねに平和的，友好的かつ協力的な関係を強化しなければならず，
同時に他の地域的機構にたいしても，そのような関係を維持しなければならない。
b. 北東アジア共同体機構は，できるだけ他の母ПボА크と類似の目的と機関を維持
して，連携をとりやすくすると同時に，他の母ПボА크の経験をも考慮する。
第３２章　最終規定
第９７条（憲章の優先）加盟国のこの憲章にもとづく義務が，その国内法の義務に抵触す
るときは，この憲章にもとづく義務が優先する。
第９８条（法律上の能力）この機構は，加盟国との協定にもとづき，その任務の遂行およ
びその目的達成のため必要な法律上の能力，特権並びに免除を加盟国の領域で享有する。
第９９条（無期限延長） １　この憲章発効の２５年後，憲章が無期限に効力を有するか，
現行の拒否権，裁判管轄権，その他の制度を改正すべきかを決定するために，その再検
討会議を開催する。その決定は，会員の過半数による決議でおこなう。
２　各締約国は，この憲章の対象である事項に関連する異常な事態が，自国の至高の利益
を危うくしていると認める場合には，この条約から脱退することができる。
第１００条（所在地と正文）１　総会が，この機構本部の所在地を決定する。総会は，
２５年毎に本部又は支部の所在地を再検討することができるものとする。
２　この機構においては，各加盟国の言葉をひとしく正文とする。２つの正文間の意味の
相違は，英文を考慮しつつ，調和的に解釈して適用しなければならない。
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北東アジア共同体裁判所規程（案）について
北東アジア共同体裁判所規程が，北東アジア共同体機構憲章に付属するものとして提示
する。この裁判所は，それに事実調査委員会が関係していることに一大特徴がある。この
案では，第１部が「北東アジア共同体事実調査委員会」，第２部が「北東アジア共同体裁判所」
であり，その第 1次私案は，下記のとおりであるが，厳格な規定が求められる文書として
は，簡略すぎるので，第 2次案では詳細な諸条項を考えたい。現段階の要点は，下記の通
りである。
北東アジア共同体裁判所規程（案）
われら北東アジア共同体機構憲章の締約当事者は，
共同体内の紛争を平和的に解決し，力でなく，法の支配する北東アジア共同体の発展に
寄与し，
共同体内の住民が平和に，かつ友好的に共生できるようにする組織を創建し，それを発
展させる目的のため，
北東アジア共同体機構憲章をつらぬいている精神にもとづき，
２０？？年？月？日，ここに北東アジア共同体裁判所規程を採択した。
第１部　事実調査委員会
第 1 条（地位）　事実調査委員会（以下，委員会）は，北東アジア共同体裁判所に付属す
る常設機関とする。委員会は，加盟国のいかなる機関からも独立し，その成員は，もっ
ぱら自己の良心にしたがい，事実審査の目的ため行動しなければならない。　
第２条（構成）１　加盟国政府が，委員３名を指名し，これらの委員が第７の成員の委員
長を選ぶ。委員長には，第３国の国籍の者も指名されることができる。委員会が委員長
を選出できない場合，同委員長を北東アジア共同体機構の会長が指名する。
２　所与の事件につき，別段の合意が成立すれば，委員会の構成はそれによる。
第３条（民間の委員会）１　とくに個人の民商事行為については，民間の事実調査委員会
を設置し，それを活用できるものとする。
２　この委員会の成員は，法務理事会が総会に推薦する名簿にもとづき，同総会が決定す
るものとする。
第４条（審査事項） 委員会は，圏内の国際的事項について，その事実のみを審査すること
ができる。
a. 加盟国家間の事件；加盟国と，他方，それ以外の加盟国の国民間の事件；加盟国
の国民間の事件。ただし，民間だけの国際的事件の審査については，裁判所規則
によって制限される。　
b. 加盟国間の係争地内又はその周辺で生ずる密漁，越境，衝突，逃走などの事件。
c. 加盟国間の諸条約上の権利義務関係にかかわる事件。
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d. 紛争当事者が，事実審査に合意するその他の紛争。
第５条（調査専門家団）所与の紛争について，委員会は，原則として，その事実調査に適
切と判断される下部機関である専門家団を編成するものとする。
第６条（調査への協力）加盟国は，その法令にしたがって，調査専門家団の調査に協力し
なければならない。
第７条（審査報告書） 委員会は，前条で規定されている要請があったときは，もっぱら事
実審査のため専門家団と協議し，その審査報告書を作成しなければならない。　
第８条（法的判断の回避）専門家団が認定した事実に関し，この専門家団も委員会も法的
判断を差しひかえ，また責任（損害賠償）の判断にも触れないものとする。　
第９条（報告書の提出）同委員会は審査報告書を加盟国および関係者に提出しなければな
らない。
第１０条（上級審査機関）事件又は紛争当事者は，事実調査委員会の事実認定に不満であ
る場合に，第２部で規定されている北東アジア共同体裁判所に上訴できる。
第１１条（他の調査機関） 委員会以外の国家機関，団体又は個人が，所与の事件につき独
自に事実の調査をおこなうことは妨げられない。
第２部　北東アジア共同体裁判所
第１章　総則
第１２条（管轄権）１　加盟国が，交渉又は他の方法で解決されない，条約，その付属議
定書又はその細則の解釈又は実施に関する加盟国間の紛争で，北東アジア共同体にかか
わるものと認められる場合は，その紛争はいずれかの紛争当事者の要請により，この北
東アジア共同体裁判所（以下，裁判所という）へ付託することができる。
２　裁判所は，前項のほかに次の事項についても管轄権を有する。
a. 認定されるなら条約又はそれにもとづく協定の国際義務の違反となるような事実。
b. 前条の審査委員会の審査報告書に不満である事実の認定。
c. 加盟国が，その都度または一般的に合意するその他の紛争。
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第２章　臨時裁判所
第１３条（臨設）裁判所設立されてからの初段階の過渡期においては，事件のつどごとに
加盟国政府が必要と判断したとき臨時に裁判所を設置し，そのつど臨時裁判所の構成お
よびその特定任務を規定することができる。
第１４条（設置提案）　一国が，臨時裁判所設置を提案したとき，それについて他の加盟
国は誠実に交渉しなければならず，その交渉が合意にいたらない場合に，この両者は，
つぎの第３章に規定されているような形の裁判所を設置するものとする。
第３章　常設裁判所
第１５条（設置）北東アジア共同体常設裁判所は，北東アジア共同体機構の設立後，その
総会が同裁判所の常設の必要性を認めたときから，その設立準備を開始する。
第１６条（構成）１　常設裁判所のために，加盟国政府が，それぞれ２名の裁判官を指名
し，その４名が第５の裁判長を選ぶ。第３国人が裁判長になることもできるものとする。
２　所与の事件につき，別段の合意が成立すれば，裁判所の構成はそれによる。
第１７条（民間仲裁法廷）民間仲裁法廷は，国家間の紛争について裁判管轄権を有さず，
もっぱら国際的性格の民事商事事件だけを取り扱うことができるものとする。
第１８条（上訴）　加盟国のみが，訴訟当事者になるような事件については，国際司法裁
判所を上訴裁判所とすることができ，個人が当事者である事件では，この裁判所の判決
を終結として，上訴を許さないものとする。
第１９条（勧告的意見）係争諸島とそれに関連する諸問題についての利害関係者は，その
国際法上の問題についても勧告的意見を与えるよう，裁判所に要請することができる。
第２０条（判決の不履行）加盟国は，上訴しなければ，この裁判所の判決にしたがうこと
を約束する。個人が訴訟当事者で，上訴を許さない判決において，加盟国が判決を履行
しない場合に，その個人の属する加盟国は，国際連合にたいし，しかるべき措置を決定
するよう要請できるものとする。
